仕様書②

１．超音波診断装置　　　　　　　　　　　　一式

（１）本体（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄ含む）　　　　１式

（２）コンベックスプローブ　　　　　　１本

（３）高周波コンベックスプローブ　　　１本

（４）マイクロコンベックスプローブ　　１本
（５）セクタプローブ　　　　　　　　　１本
（６）表在用高周波リニアプローブ　　　１本

（７）超高周波リニアプローブ　　　　　１本

（８）デジタルカラープリンタ  　　　　１台

（９）デジタル白黒プリンタ　　 　　 　１台

　　（10）接続費　　　　　　　　　　　　　１式
１．超音波診断装置は、以下の要件を満たすこと。

1-1 超音波診断装置本体は以下の要件を満たすこと。

　1-1-1   超音波ビームの送受信はフルデジタル制御され、広帯域の信号を高精度に

送受信できるように、２つ以上の送信回路を搭載していること。

　　1-1-2　１回の送信に対し、最大４方向同時受信が可能なこと。

　　1-1-3　Ｂモードは常に最適な画像が得られるオートフォーカスを装備していること。

1-1-4 最大視野深度は４０ｃｍ以上可能であること。

1-1-5 従来のフレームの約２倍のフレームが設定できる高速モードが可能なこと。

1-1-6 全ての電子スキャンプローブにおいて位相反転方式のティッシュハーモニックイメージング機能を有すること。

1-1-7 生体特性のバラツキ（音速など）による受信フォーカスのブレを補正する機能を有すること。

1-1-8 組織弾性映像（エラストグラフィー・イメージング）が可能であること。

1-1-9 超音波造影法が可能であること。また、TCA(Time　Curve　Analysis)が可能であること。

1-1-10 Bモードを広範囲にスキャンした画像をパノラマ表示できること。

1-1-11 ＢとＭ（Ｄ）の同時表示は上下・左右の選択ができること。

1-1-12 ＢとＭ（Ｄ）の上下表示時は、Ｂモードの大きさを３段階以上選択できること。

1-1-13 MモードはBモード像の任意のライン上を表示することができること。

1-1-14 リアルタイムに画像の拡大及び移動が可能であること。

1-1-15 1cm/s以下の超低流速の血流検出に対応し、５０フレーム以上の高フレーム表示が可能なSMI（Superb　Micro-vascular Imaging）機能を装備していること。また、この血流表示はカラー、B/W同時の２種の表示が可能であること。
1-1-16 カラードプラモード、パワードプモード、ワイドバンドドプラ技術による高分解能で血流方向の色分け表示が行える広帯域ドプラモード、及び超低流速を表示できるSMI（Superb　Micro-vascular Imaging）の４種の血流表示モードを有すること。

1-1-17 TDI(組織ドプライメージング)が可能なこと。

1-1-18 カラードプラの送信フォーカスはＲＯＩの位置に応じて自動追従すること。

1-1-19 電子セクタプローブのティッシュハーモニック機能は、位相反転方式とフィルター方式の選択が可能であること。

1-1-20 電子リニアプローブのティッシュハーモニック機能は、位相反転方式で５種以上の周波数切換が可能であること。
1-1-21 空間、周波数コンパウンド技術であるアプリピュアー機能を有すること。
1-1-22 高周波プローブで、高分解能を損なうことなく、深部の感度を向上させるBoost機能を有すること。
1-1-23 IMT計測は自動で行えること。また、IMT３点計測も行えること。
1-1-24 操作がやり易いようにカラータッチコマンドスクリーンを装備していること。

1-1-25 検査目的別に条件設定可能なプリセット機能を有していること。

1-1-26 本体にハードディスク、DVDドライブが内蔵されており、静止画、  動画の保存再生ができること。また、DVDに記録した画像を超音波装置本体に読み込みキャリブレーションを必要とせずに再計測が行えること。

1-1-27 検査中の患者データを、モニタ上にサムネイル表示できること。

1-1-28 モニタには片手で位置調整ができるように前面に取手があること。

1-1-29 探触子のコネクタへの同時装着本数は４本以上を接続する機能を有すること。また、プローブ切替スイッチを押すとコネクタ部を照らすＬＥＤライトが点灯する機能を有すること。

1-1-30 プローブ切替スイッチを押すとタッチパネルに接続しているプローブの写真が表示される機能を有すること。
1-1-31 専用のプローブアームを有すること。

1-1-32 患者さん体型や部位に応じてプローブや画像条件をワンタッチで変えられるサブ・プリセット機能を有すること。
1-1-33 パネル上のキー機能登録を、２０以上行えること。
1-1-34 キーボードは引き出し式で使用しない際はパネル下段に収納可能であること。
1-1-35 １９ｲﾝﾁ以上のノンインタレスモ二タを装備していること。

1-1-36 DICOMに対応していること。

1-1-37 ゼリーウォーマーを有し、取りやすいようにプローブフォルダと同列にセッティングできること。
1-2　プローブに関して、以下の要件を満たすこと。　

1-2-1　コンベックスプローブに関して、以下の要件を満たすこと

1-2-1-1　　プローブの中心周波数は3.5ＭＨｚ付近であること。

1-2-1-2 周波数は８種以上切換えが可能であること。

1-2-1-3 一本のプローブでBモード、ティッシュハーモニック、ワイドバンド
ドプラ、超低流速血流表示（SMI）機能が可能であること。

1-2-2　高周波コンベックスプローブに関して、以下の要件を満たすこと

1-2-2-1　プローブの中心周波数は６ＭＨｚ付近であること。

1-2-2-2　周波数は９種以上切換えが可能であること。

1-2-2-3　一本のプローブでBモード、ティッシュハーモニック、ワイドバンド

ドプラ、超低流速血流表示（SMI）機能が可能であること。

1-2-3　マイクロコンベックスプローブに関して、以下の要件を満たすこと

1-2-3-1　プローブの中心周波数は3.5ＭＨｚ付近であること。

1-2-3-2　周波数は７種以上切換えが可能であること。

1-2-3-3　一本のプローブでBモード、ティッシュハーモニック、ワイドバンド

ドプラ機能が可能であること。

1-2-4　セクタプローブ関して、以下の要件を満たすこと。
1-2-4-1  プローブの中心周波数は３ＭＨｚ付近であること。

1-2-4-2 ティッシュハーモニックが可能で、フィルター方式の他、位相反転方式
が可能なこと。

1-2-4-3 TDI(組織ドプライメージング)が可能で、このモードでPW(パルス
ドプラ)が同時に行えること。
1-2-4-4　　Bモードにおける周波数は９種以上の周波数に切換え可能であること。　　
1-2-5　表在用高周波リニアプローブに関して、以下の要件を満たすこと。
1-2-5-1　　プローブの中心周波数は７．５ＭＨｚ付近であること。

1-2-5-2　　位相反転方式のティッシュハーモニックが可能なこと。

1-2-5-3　　Bモードにおける周波数は９種以上の周波数に切換え可能であること。
1-2-5-4　　トリプレックス（Bモード、カラーモード、パルスドプラモード）が
可能で、それぞれ独立に送信角度調整が行えること。
1-2-5-5　　一本のプローブでBモード、ティッシュハーモニック、ワイドバンド

ドプラ、超低流速血流表示（SMI）機能が可能であること。

　　1-2-6　超高周波リニアプローブに関して、以下の要件を満たすこと。
1-2-6-1　　プローブの中心周波数は１２ＭＨｚ付近であること。

1-2-6-2　　位相反転方式のティッシュハーモニックが可能なこと。

1-2-6-3　　Bモードにおける周波数は９種以上の周波数に切換え可能であること。

1-2-6-4　　周波数切り替えは１８MHzまで可能なこと。

1-2-6-5　　一本のプローブでBモード、ティッシュハーモニック、ワイドバンド

ドプラ、超低流速血流表示（SMI）機能が可能であること。

　　
１–3　記録機器に関して、以下の要件を満たすこと。

1-3-1　デジタルカラープリンタについて以下の要件を満たすこと。

1-3-1-1　昇華型熱転写フルカラープリント方式であること。

1-3-1-2 解像度は1,000×500ドット以上で、２５６階調以上の画像をプリントする機能を有すること。

1-3-1-3 超音波装置本体とのデジタル通信プリンタであること。

1-3-2 デジタル白黒プリンタに関して、以下の要件を満たすこと。
1-3-2-1 サーマルヘッド感熱記録方式であること。

1-3-2-2  解像度は1,000×500ドット以上で、２５６階調以上の画像をプリントする機能を有すること。

１–4　接続に関して、以下の要件を満たすこと。

　　　1-4-1　既設PACS（シーメンス社製）に、画像データ送信が行えること。
